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真に民主的な労働運動を
不断に追求し、働く者と
家族の幸せ、JR産業の持
続的発展を実現しよう！

JR連合

JR連合

ＪＲ各単組は、鋭意団体交渉に臨んだ

《
Ｊ
Ｒ
西
労
組
》

　

２
０
２
０
春
季
生
活
闘
争
の

集
中
回
答
日
を
迎
え
た
３
月
11

日
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央
闘
争
委

員
会
は
、
第
６
回
団
体
交
渉
を

行
い
、
会
社
か
ら
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
８
０
０
円
（
７
年
連
続
）
、

年
間
臨
給
５
・
３
８
ヵ
月
、
契

約
社
員
の
時
給
５
円
引
き
上
げ

な
ど
の
回
答
を
引
き
出
し
た
。

　

中
央
闘
争
委
員
会
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
リ
ス

ク
が
拡
大
す
る
中
、
現
場
で
奮

闘
す
る
組
合
員
の
負
託
に
応
え

る
べ
く
、
最
後
の
最
後
ま
で
粘

り
強
く
交
渉
を
継
続
し
て
き
た

結
果
、
安
定
的
な
成
果
の
還
元

を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
今
後

交
渉
が
本
格
化
す
る
グ
ル
ー
プ

労
組
へ
の
波
及
に
繋
が
る
成
果

を
獲
得
し
、
Ｊ
Ｒ
７
単
組
の
先

陣
を
切
り
、
妥
結
し
た
。

※

《
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
》

　
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
は
３
月

13
日
、
第
７
回
団
体
交
渉
を
行

い
、
会
社
か
ら
回
答
を
受
け
、
新

賃
金
に
つ
い
て
は
、
35
歳
ポ
イ

ン
ト
の
基
準
内
賃
金
を
、
標
準

乗
数
４
相
当
の
定
期
昇
給
額
分

と
は
別
に
、
８
０
０
円（
０
・
２

５
％
）
引
き
上
げ
る
と
し
て
、足

元
の
情
勢
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、

７
年
連
続
で
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を

獲
得
し
た
。
夏
季
手
当
に
つ
い

て
は
、
支
給
月
数
は
２
・
９
５

箇
月
分
と
し
、
支
給
日
は
６
月

30
日
以
降
準
備
で
き
次
第
と
の

回
答
を
引
き
出
し
妥
結
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
の
牽
引
役
と
し
て
、

最
後
ま
で
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
実

施
を
は
じ
め
と
す
る
要
求
実
現

に
こ
だ
わ
り
、
粘
り
強
い
交
渉

を
展
開
し
て
き
た
。
今
後
は
、

配
分
交
渉
へ
と
議
論
を
移
し
て

い
く
こ
と
と
な
る
。

※

《
Ｊ
Ｒ
北
労
組
》

　
Ｊ
Ｒ
北
労
組
は
、
３
月
13
日
、

第
６
回
団
体
交
渉
を
行
い
、
回

答
を
受
け
た
。

　

会
社
か
ら
は
、
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
実
施
は
困
難
、
安
全
輸
送
・

収
入
の
確
保
及
び
経
費
の
節
減
、

各
種
計
画
の
達
成
に
む
け
た
取

り
組
み
に
対
し
て
、
社
員
の
懸

命
な
努
力
は
十
分
に
認
識
し
て

　

２
０
２
０
春
季
生
活
闘
争
は
、
Ｊ
Ｒ
７
単
組
が
各
社
か
ら
回
答
を
引
き
出
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
で
先
行
き
の
不
透
明
な
状
況
に
お
い
て
も
、
Ｊ
Ｒ
西

労
組
、
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
、
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
が
７
年
連
続
、
貨
物
鉄
産
労
が
３
年
連
続
、そ

し
て
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
が
19
年
ぶ
り
に
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
獲
得
し
、
Ｊ
Ｒ
北
労
組
、
Ｊ
Ｒ
九
州
労

組
に
お
い
て
も
賃
金
水
準
は
維
持
し
た
上
で
、
諸
手
当
・
制
度
改
善
な
ど
総
合
生
活
改
善
に
資

す
る
成
果
を
獲
得
し
、
労
使
で
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
る
決
意
を
示
し
た
回
答
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
グ
ル
ー
プ
労
組
の
回
答
が
本
格
化
す
る
が
、
長
期
的
な
視
座
に
立
っ
た
経
営
判
断

を
、
グ
ル
ー
プ
各
社
に
は
最
後
ま
で
求
め
て
い
く
。

い
る
。
こ
れ
ら
の
労
苦
に
報
い

る
べ
く
、
定
期
昇
給
を
実
施
す

る
旨
認
識
が
示
さ
れ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
北
労
組
は
、
単
独
維
持

困
難
線
区
の
問
題
を
抱
え
る
中
、

労
使
で
各
種
施
策
を
推
進
し
て

い
る
。
若
年
層
の
離
職
を
食
い

止
め
る
た
め
に
も
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
の
実
施
を
は
じ
め
と
す
る
要

求
実
現
に
こ
だ
わ
り
、
粘
り
強

い
交
渉
を
展
開
し
て
き
た
が
、

多
く
の
制
度
改
善
の
回
答
を
引

き
出
し
た
。

※

《
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
》

　
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
は
、
３
月
13

日
、
第
４
回
団
体
交
渉
に
臨
み
、

会
社
か
ら
賃
金
改
定
の
他
、
夏

季
手
当
、
勤
務
等
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
回
答
を
受
け
た
。

　

税
制
特
例
の
廃
止
や
減
価
償

却
費
増
な
ど
に
よ
る
影
響
に
加

え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
へ
の
影
響
を
直
接
的
に

受
け
て
い
る
現
状
や
終
息
が
見

え
な
い
な
か
、
厳
し
い
経
営
状

況
が
続
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
は
断
念
し
た
も
の
の
、夏

季
手
当
２
・
４
８
カ
月
分
の
他
、

子
育
て
支
援
や
働
き
方
の
見
直

し
等
の
諸
制
度
改
善
の
回
答
を

引
き
出
し
、
席
上
妥
結
し
た
。

※

《
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
》

　
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
は
、
３
月

13
日
、
第
３
回
団
体
交
渉
を
行

い
、
会
社
か
ら
回
答
を
受
け
た
。

　

新
賃
金
に
つ
い
て
は
、
社
員

の
定
期
昇
給
後
の
基
本
給
改
定

に
つ
い
て
、
所
定
昇
給
額
の
10

分
の
１
の
額
を
加
え
、
等
級
に

応
じ
主
務
職
・
Ｔ
等
級
以
上
に

２
０
０
円
又
は
１
０
０
円
を
加

算
。
エ
ル
ダ
ー
社
員
・
グ
リ
ー

ン
ス
タ
ッ
フ
は
基
本
給
に
４
０

０
円
を
加
え
る
回
答
を
得
た
。

平
均
改
善
額
は
６
８
４
円
と
な

り
、
７
年
連
続
の
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
を
獲
得
し
た
。
初
任
給
に
つ

い
て
も
基
本
給
改
定
に
伴
い
等

級
に
あ
わ
せ
た
改
定
を
行
う
。

さ
ら
に
、
福
利
厚
生
カ
フ
ェ
テ

リ
ア
・
プ
ラ
ン
の
補
助
拡
充
な

ど
の
回
答
を
引
き
出
し
、
妥
結

し
た
。

※

《
貨
物
鉄
産
労
》

　

貨
物
鉄
産
労
は
、
３
月
13
日
、

第
４
回
団
体
交
渉
を
行
い
、
会

社
か
ら
新
賃
金
に
つ
い
て
、
昇

給
額
表
に
記
載
の
等
級
及
び
評

価
に
応
じ
た
昇
給
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
２
０
０
円
を
加
え

る
と
す
る
回
答
を
受
け
た
。

　

回
答
を
受
け
た
貨
物
鉄
産
労

は
、
要
求
と
は
大
き
な
乖
離
が

あ
る
も
の
の
、
大
規
模
自
然
災

害
や
消
費
税
増
税
等
の
影
響
で

営
業
収
益
が
伸
び
悩
み
、
通
期

業
績
予
想
を
大
幅
に
下
方
修
正

し
た
こ
と
に
加
え
、
来
年
度
の

事
業
計
画
も
中
期
経
営
計
画
か

ら
下
方
修
正
し
て
お
り
、
さ
ら

に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
で
先
行
き
不
透

明
な
状
況
の
中
、
３
年
連
続
の

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
実
施
を
評
価
し
、

席
上
妥
結
し
た
。※

《
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
》

　
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
３
月
19

日
、
最
終
交
渉
に
臨
み
、
19
年

ぶ
り
と
な
る
賃
金
改
善
２
０
０

円
、
夏
季
手
当
１
・
８
９
ヵ
月

な
ど
の
回
答
を
引
き
出
し
た
。

　

回
答
に
対
し
て
、
Ｊ
Ｒ
四
国

労
組
は
、
「
全
て
の
組
合
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
つ
な

が
る
賃
金
改
善
を
強
く
訴
え
て

き
た
結
果
、
全
世
代
の
賃
金
改

組
合
員
の
や
る
気
・
元
気
を
奮

い
立
た
せ
る
回
答
で
あ
る
。
こ

の
難
局
を
労
使
で
乗
り
切
り
、

組
合
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

む
決
意
で
あ
る
」と
述
べ
、
会
社

と
し
て
最
大
限
評
価
し
た
回

答
で
あ
る
と
判
断
し
妥
結
し
た
。

※

《
グ
ル
ー
プ
労
組
》

　

２
月
12
日
の
グ
ル
ー
プ
労
組

連
絡
会
総
決
起
集
会
で
意
思
統

一
を
図
っ
た
各
単
組
は
、
春
季

生
活
闘
争
方
針
に
基
づ
き
各
会

社
に
要
求
を
行
い
、
３
月
27
日

時
点
で
す
で
に
13
単
組
が
妥
結

し
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本

交
通
サ
ー
ビ
ス
労
組
が
ベ
ア
２

０
０
０
円
を
獲
得
し
た
こ
と
を

は
じ
め
、
多
様
な
働
き
方
の
整

備
な
ど
総
合
生
活
改
善
に
資
す

る
成
果
を
各
単
組
が
獲
得
し
、

Ｊ
Ｒ
７
単
組
の
成
果
が
グ
ル
ー

プ
労
組
へ
の
相
乗
効
果
を
生
み

出
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
引
き
続
き
、
す

べ
て
の
Ｊ
Ｒ
関
係
労
働
者
の
あ

る
べ
き
労
働
条
件
の
実
現
に
む

け
て
、
グ
ル
ー
プ
労
組
の
春
季

生
活
闘
争
を
支
援
し
て
い
く
。

　昨年４月に入社した2019年度新規採用の26歳
青年が、３月13日、自らの強い意志でＪＲ北労
組に加入した。
　加入した青年は、入社後すぐには組合に加入
せず、この間ＪＲ北労組と北鉄労の運動を見比
べてきた。同期の多くが所属する北鉄労の強引
な組合への勧誘、組合行事や動員への参加強要
などを目の当たりにして、北鉄労に対する疑問
や不信が膨らみ、自由で民主的なＪＲ連合・Ｊ
Ｒ北労組への加入を決断した。

26歳の青年が
ＪＲ北労組に加入
今年度採用者で２人目

今こそ、「JR連合ビジョン」を掲げ
運動を展開する

JR連合・JR北労組への
総結集をめざそう

善
が
図
ら

れ
た
こ
と

は
、
こ
れ

ま
で
の
取

り
組
み
が

最
大
限
評

価
さ
れ
た

も
の
と
受

け
止
め
る
。

コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感

染
拡
大
の

影
響
に
よ

る
暗
い
状

況
の
な
か
、

２０２０春季生活闘争要求及び妥結状況

単組名
2020年 昨年実績

要求日
ベア（賃金改善） 期末手当 妥結日 ベア

（賃金改善） 期末手当
要求 妥結 要求 妥結 賃上げ 期末手当

平
均

ＪＲ北労組 2月10日

ＪＲ連合
統一要求

月例賃金
引上げ
6,000円
以上

ベア
3,000円

－ 3月13日 － 夏2.01ヵ月

ＪＲＥユニオン 2月10日 684円
（平均） 3月13日 1,050円

（平均） 夏2.91ヵ月

個
別 ＪＲ東海ユニオン 2月10日 800円 夏3.1ヵ月 夏2.95ヵ月 3月13日 1,300円 夏3.05ヵ月

平
均

ＪＲ西労組 2月10日 800円 年5.7ヵ月 年5.38ヵ月 3月11日 1,000円 年5.48ヵ月

ＪＲ四国労組 2月10日 200円 夏2.3ヵ月 夏1.89ヶ月 3月19日 － 夏1.89ヶ月

ＪＲ九州労組 2月10日 － 夏3.0ヵ月 夏2.48ヶ月 3月13日 300円 夏2.56ヵ月

貨物鉄産労 2月10日 200円
年間4.9ヵ月以上
夏2.3ヵ月、年末は
2.6以上

3月13日 200円 夏1.75ヵ月

２０２０春季生活闘争「連合・先行組合回答ゾーン」における妥結結果を踏まえてのコメント
２０２０年３月１９日

日本鉄道労働組合連合会（ＪＲ連合）

　新型コロナウイルス感染症が世界で大流行し、国内でも感染拡大によって経済活動が停
滞し、その影響でＪＲ産業においても利用者数の激減や列車本数の減便、営業時間の短縮
等を余儀なくされる中、連合が設定した「第１・第２先行組合回答ゾーン」において、Ｊ
Ｒ北労組、ＪＲＥユニオン、ＪＲ東海ユニオン、ＪＲ西労組、ＪＲ四国労組、ＪＲ九州労
組、貨物鉄産労がそれぞれ会社から回答を引き出し、交渉を妥結した。国難とも言える未
曾有の事態の中、そして新型コロナウイルス感染のリスクを抱えながらも、日夜安全・安
定輸送を確保し、高品質な輸送サービスを提供し続けている仲間の労苦に報いるとともに、
この難局を労使で乗り切るための決意を示した回答を引き出した各単組のこれまでの取り
組みに敬意を表する。

　ＪＲ連合は２０２０春季生活闘争において、長期安定雇用を基本とした就業形態である
ＪＲ産業で若年・中堅社員を中心とした離職に歯止めがかからない状況に強く危機感を持
ち、産業の持続的な発展には「人への投資」が不可欠との基本認識のもと、３つの基調
（中長期的視点に立った継続的な賃上げ、すべての労働者の立場に立った働き方の実現に
よる人材の確保・定着、グループ会社・協力会社等で働く仲間の地位向上）を掲げ、ＪＲ
連合に集う仲間はもとより労働組合に護られていない仲間にまで想いを馳せて、ＪＲ産業
に集うすべての仲間の労働条件の「底上げ」「底支え」と企業規模間・雇用形態間格差の
是正を図るべく、加盟全単組が一丸となって今次闘争に臨むことを２月５日の第32回中央
委員会で確認し、ＪＲ各単組はその先頭に立って団体交渉に臨んできた。

　その結果、上述した厳しい状況下での交渉を余儀なくされたものの、ＪＲ西労組、ＪＲ
東海ユニオン、ＪＲＥユニオンが７年連続、貨物鉄産労が３年連続、そしてＪＲ四国労組
が19年ぶりにベースアップを獲得し、ＪＲ北労組、ＪＲ九州労組においても賃金水準は維
持した上で、諸手当・制度改善や多様な働き方の整備など総合生活改善に資する成果を獲
得した。これまで築き上げてきた健全な労使関係を踏まえ、ＪＲ各単組の要求・主張にＪ
Ｒ各社が理解を示した証左であり、連合の構成組織として、そしてＪＲの責任産別として、
一定の責務を果たし得たものと認識する。

　２０２０春季生活闘争は、これからグループ労組の交渉が本格化していくが、日増しに
経営環境が悪化していく中において、ＪＲ各単組にも増して厳しい交渉が予想される。し
かしながら、ＪＲ産業を支えているグループ会社・協力会社等の人手不足は危機的状況で
あり、グループ労組には至近の業績に右往左往することなく、中長期的視点に立った交渉
に取り組むことを要請する。ＪＲ連合はエリア連合と連携して、全力でグループ労組の交
渉を支援していく決意である。
　併せて、未曾有の事態の中で日夜業務に精励する仲間と利用者に対する新型コロナウイ
ルス感染防止対策の徹底はもとより、事態終息後の観光需要等の回復にむけて、連合・交
運労協に結集する仲間と連帯し、総力を挙げて取り組む。

Ｊ
Ｒ
７
単
組
が
先
行
し
て
妥
結

　
　
　

グ
ル
ー
プ
労
組
で
本
格
化

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
19
年
ぶ
り
ベ
ア

Ｊ
Ｒ
７
単
組
が
先
行
し
て
妥
結

　
　
　

グ
ル
ー
プ
労
組
で
本
格
化

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
19
年
ぶ
り
ベ
ア

2020春季生活闘争



ＪＲ連合令和2年（2020）4月1日

家族の幸せを大きくサポート

交通災害共済/生命共済/入院共済

共済でひろがる、
安心できる毎日。

しっかりと医療を保障する

生命共済/入院共済/総合医療共済

気になる費用。
気にせず治療。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/交通災害共済/入院共済

自然は強い。
共済も強い。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/
交通災害共済/入院共済

災害は避けられない。
安心はふやせる。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース みんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガードみんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガード

第 611号（２）

北海道地域との連携を呼びかける昆委員長

国への働きかけ等を検討するＰＴ会合

原
点
に
立
ち
返
り
「
自
分
を
守
る
」
「
仲

間
を
守
る
」
「
お
客
様
を
守
る
」
と
の
認

識
の
も
と
、
声
な
き
声
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
、
相
互
理
解
や
敬
意
・
共
感
と
い
っ
た

職
場
の
風
土
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
二

度
と
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
と
い
う
決
意

の
も
と
決
し
て
妥
協
す
る
こ
と
な
く
安
全

の
確
立
に
む
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

最
後
に
、
各
地
方
を
訪
れ
る
機
会
が
増

え
、
さ
ま
ざ
ま
な
多
く
の
組
合
員
さ
ん
と

お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
く
中
で
、
物
事
に

対
す
る
考
え
方
が
柔
軟
に
な
り
、
趣
味
で

あ
る
ゴ
ル
フ
（
パ
タ
ー
）
で
も
引
き
出
し

が
増
え
結
果
も
伴
う
な
ど
、
相
乗
効
果
を

も
た
ら
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
声
に

耳
を
傾
け
、
不
幸
な
組
合
員
を
作
ら
な

い
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
精
一
杯
頑
張
り
ま

す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

２
０
１
９
年
度
に
死
亡
労
災
は
発
生
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
一
歩
間
違
え
れ
ば
死
亡
労

災
事
故
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
極
め
て
危

険
な
感
電
・
墜
落
・
待
避
不
良
等
が
相
次

い
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

安
全
に
絶
対
は
な
く
、
終
わ
り
も
あ
り

ま
せ
ん
。
安
全
の
取
り
組
み
は
「
良
く

な
っ
た
」
と
思
っ
た
瞬
間
か
ら
劣
化
が

始
ま
り
ま
す
、
そ
の
た
め
に
も
、
日
頃
か

ら
の
弛
ま
ぬ
努
力
を
続
け
る
こ
と
が
大
切

で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
方
で
、
安
全
は
見

え
ま
せ
ん
。
安
全
は
目
立
ち
ま
せ
ん
。
多

少
目
を
つ
む
っ
て
も
す
り
抜
け
る
こ
と
が

簡
単
に
で
き
て
し
ま
い
ま
す
。
今
一
度
、

　
Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央
本
部
執
行
委
員
の
川

原
で
す
。
１
９
９
７
年
に
入
社
し
て
す
ぐ

先
輩
に
声
を
か
け
ら
れ
、
青
年
女
性
委
員

会
の
役
員
と
な
り
、
仕
事
で
は
、
車
両
の

検
修
か
ら
始
ま
り
、
車
掌
や
運
転
士
、
指

令
所
、
間
接
等
に
従
事
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
組
合
も
仕
事
も
様
々
な
諸

先
輩
方
に
ご
指
導
を
賜
り
、
ま
た
同
期
や
後

輩
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
な
ん
と
か
両
立

す
る
こ
と
が
で
き
、
昨
年
７
月
の
定
期
中

央
本
部
大
会
で
神
戸
地
本
か
ら
執
行
委
員

に
選
出
さ
れ
、
現
在
は
安
全
・
業
務
・
バ

ス
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

安
全
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
で
は
、

役員紹介

Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央
本
部

中
央
執
行
委
員

  

川 

原  

孝 

義 

さ
ん

第
70
回
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇
談
会

Ｊ
Ｒ
二
島・貨
物
経
営
自
立
実
現
Ｐ
Ｔ

政
策
提
言
策
定
に
む
け
具
体
的
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト

北
海
道
議
会
議
員
と
意
見
交
換

持
続
可
能
な
人
流
・
物
流
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
を
め
ざ
し
て

■　
二
島・貨
物
の
３
社
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ

 
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換

■　
Ｗ
Ｔ
第
１
回
会
合

 
働
く
者
が
将
来
に
希
望
を

　
Ｊ
Ｒ
二
島
・
貨
物
経
営
自
立

実
現
Ｐ
Ｔ
は
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
、

Ｊ
Ｒ
四
国
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
が
将
来

に
亘
っ
て
地
域
に
お
け
る
社
会

的
使
命
を
果
た
し
つ
つ
、
自
立

し
た
経
営
が
で
き
る
だ
け
の
持

続
可
能
な
事
業
運
営
体
制
を
構

築
す
る
べ
く
、
そ
の
絵
姿
を
明

確
に
し
、
２
０
２
１
年
度
以
降

の
支
援
の
実
施
に
繋
げ
ら
れ
る

よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

今
後
、
予
算
概
算
要
求
や
法
改

正
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
念
頭
に
置

き
つ
つ
、
同
Ｐ
Ｔ
と
し
て
の
政

策
提
言
を
策
定
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

て
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
考
え
方
を
示
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
各
社
の
経

営
自
立
の
意
義
と
方
向
性
に
つ

い
て
意
見
が
集
中
し
、
あ
ら
た

め
て
「
働
く
者
の
視
点
」
か
ら

の
将
来
展
望
を
描
く
べ
き
で
あ

る
こ
と
が
共
有
さ
れ
た
。
ま
た
、

各
社
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
的
な
論

点
に
も
議
論
が
及
び
、
学
識
的

な
知
見
を
活
か
し
つ
つ
、
さ
ら

に
骨
太
な
内
容
と
す
べ
く
検
討

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。

　

２
月
26
日
、
同
Ｐ
Ｔ
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
で
あ
る
専
修
大
学
・
太

田
和
博
教
授
、
流

通
経
済
大
学
・
板

谷
和
也
教
授
と
と

も
に
、
政
策
提
言

策
定
ワ
ー
キ
ン
グ

チ
ー
ム
第
１
回
会

合
を
開
催
し
た
。

　

冒
頭
、
荻
山
市

朗
会
長
か
ら
は

「
Ｊ
Ｒ
各
社
に
お

い
て
は
若
手
・
中

堅
社
員
の
離
職
が

相
次
い
で
い
る
」
と
喫
緊
の
課

題
に
つ
い
て
触
れ
た
う
え
で
、

「
働
く
者
が
将
来
に
希
望
を
持

　

２
月
下
旬
か
ら
３
月
下
旬
に

か
け
て
、
Ｊ
Ｒ
二
島
・
貨
物
の

各
社
を
招
き
、
経
営
自
立
に
む

け
た
課
題
等
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
実
施
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
貨
物
を
招
い
て
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
で
は
、
泉
健
太
衆
議
院

議
員
（
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇

談
会
副
会
長
）
が
挨
拶
に
立
ち
、

「
日
本
の
物
流
を
支
え
る
Ｊ
Ｒ

貨
物
は
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
を
抱

え
て
い
る
が
、
い
か
に
活
用
し

て
い
く
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
所
信
を
述
べ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
貨
物
か
ら
は
将
来
的
な

ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
今
後
の
経
営

方
針
や
課
題
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
、
北
海
道
地
域
に
ま
つ
わ

る
課
題
に
つ
い
て
は
「
①
青
函

共
用
走
行
区
間
、
②
単
独
維
持

困
難
線
区
、
③
並
行
在
来
線
の

３
点
」
と
の
認
識
が
示
さ
れ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
四
国
を
招
い
て
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
で
は
、
将
来
に
む
け
た

課
題
や
「
四
国
に
お
け
る
鉄
道

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
り
方
に
関

す
る
懇
談
会
Ⅱ
」（
ネ
ッ
ト
懇
）

で
の
議
論
等
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
四
国
か
ら
は
、
将
来
に

む
け
て
事
業
者
の
み
で
解
決
す

招
い
て
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、

２
０
３
１
年
度
で
国
か
ら
の
支

援
に
頼
ら
な
い
「
経
営
自
立
」

を
め
ざ
す
と
し
た
「
Ｊ
Ｒ
北
海

道
長
期
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
〜
未
来

２
０
３
１
〜
」
に
つ
い
て
の
考

え
方
な
ど
が
示
さ
れ
た
。

◇

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
Ｐ
Ｔ
の
活
動

を
活
か
し
、
Ｊ
Ｒ
二
島
・
貨
物

が
将
来
に
わ
た
り
社
会
的
使
命

を
果
た
し
続
け
ら
れ
る
持
続
可

能
な
交
通
体
系（
人
流
・
物
流
）

を
構
築
し
、
経
営
自
立
を
果
た

す
べ
く
、
２
０
２
１
年
度
以
降

の
支
援
措
置
の
実
施
を
は
じ
め

と
し
た
経
営
課
題
を
解
決
す
る

た
め
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を

展
開
し
て
い
く
。

る
こ
と
が
困
難
な

課
題
と
解
決
に
む

け
て
必
要
な
支
援
、

四
国
４
県
知
事
や

経
済
界・労
働
界・

学
識
経
験
者
な
ど

に
よ
る
ネ
ッ
ト
懇

で
の「
中
間
整
理
」

に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
。

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
を

　

３
月
11
日
、
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、

Ｊ
Ｒ
北
労
組
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ

連
合
地
方
議
員
団
所
属
の
菅
原

和
忠
道
議
会
議
員
、
笠
木
薫
道

議
会
議
員
を
は
じ
め
と
す
る
道

議
会
議
員
と
の
意
見
交
換
を
実

施
し
た
。

　

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
Ｊ
Ｒ

北
労
組
昆
弘
美
中
央
執
行
委
員

長
（
Ｊ
Ｒ
連
合
副
会
長
）
は
、

「
Ｊ
Ｒ
連
合
に
お
い
て
も
国
会

議
員
を
共
同
座
長
と
し
て
新
た

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
足
さ
せ
、

議
論
を
進
め
て
い
る
。
道
議
会

で
の
議
論
も

承
知
し
て
い

る
が
、
Ｊ
Ｒ

北
海
道
と
と

も
に
、
北
海

道
地
域
が
発

展
し
て
い
け

る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い

き
た
い
」
と

決
意
を
語
っ

た
。
Ｊ
Ｒ
連

合
尾
形
泰
二

郎
事
務
局
長

か
ら
は
、
「
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
お

い
て
は
若
年
層
の
離
職
者
が
拡

大
し
て
い
る
。
働
く
者
に
と
っ

て
、
将
来
に
希
望
を
持
ち
、
安

心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境

整
備
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
経

営
に
も
地
域
交
通
の
維
持
・
活

性
化
に
も
欠
か
せ
な
い
鉄
道
の

安
全
・
安
定
輸
送
が
、
人
手
不

足
を
発
端
と
し
て
成
り
立
た
な

く
な
る
状
況
す
ら
起
こ
り
か
ね

な
い
」
と
の
問
題
意
識
と
Ｊ
Ｒ

連
合
の
現
時
点
で
の
考
え
方
を

訴
え
た
。
そ
の
後
、
参
加
し
た

議
員
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
道

議
会
に
お
け
る
議
論
経
過
に
関

す
る
意
見
や
Ｊ
Ｒ
連
合
に
対
す

る
質
問
な
ど
が
出
さ
れ
、
互
い

の
認
識
を
深
め
合
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
経
営
課
題
に

つ
い
て
は
、
「
単
独
維
持
困
難

線
区
」
や
「
青
函
共
用
走
行
区

間
」
、
「
並
行
在
来
線
」
と
い
っ

た
各
路
線
の
あ
り
方
を
は
じ
め
、

地
域
と
の
建
設
的
な
議
論
に
基

づ
く
、
持
続
可
能
な
人
流
・
物

流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
な
く

し
て
、
課
題
解
決
を
果
た
せ
な

い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

今
年
１
年
間
は
ま
さ
に
正
念

場
で
あ
り
、
菅
原
議
員
や
笠
木

議
員
を
は
じ
め
、
Ｊ
Ｒ
連
合
地

方
議
員
団
所
属
の
道
内
の
各
議

員
ら
と
も
連
携
し
、
地
域
の
関

係
者
か
ら
の
意
見
も
踏
ま
え
な

が
ら
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
あ
る
べ

き
将
来
像
の
明
確
化
と
そ
の
実

現
に
、
精
力
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
２
月
20
日
、

衆
議
院
第
２
議
員
会
館
に
お
い

て
、
第
70
回
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議

員
懇
談
会
を
開
催
し
た
。

　

国
会
論
戦
の
多
忙
な
中
、
副

会
長
の
泉
健
太
衆
議
院
議
員
、

事
務
局
長
の
小
川
淳
也
衆
議
院

議
員
、
幹
事
の
岸
本
周
平
衆
議

院
議
員
、
長
浜
博
行
参
議
院
議

員
、
広
田
一
衆
議
院
議
員
と
秘

書
５
人
を
は
じ
め
、
Ｊ
Ｒ
各
単

組
の
代
表
者
、
Ｊ
Ｒ
連
合
執
行

部
が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
、
泉
副
会
長
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
問
題
に
触

れ
、
国
と
し
て
感
染
拡
大
防
止

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
落
ち

込
ん
で
い
る
サ
ー
ビ
ス
・
観
光

産
業
な
ど
へ
の
振
興
策
の
必
要

性
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。
ま

た
、
野
党
に
お
い
て
も
Ｊ
Ｒ
二

島
・
貨
物
の
経
営
支
援
に
つ
い

て
議
論
す
る
場
を
作
り
議
論
を

進
め
て
い
く
と
の
認
識
を
示
し

た
。
さ
ら
に
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

に
お
け
る
労
組
の
新
た
な
動
き

に
対
す
る
懸
念
も
示
し
た
。

　

議
事
で
は
、
当
面
す
る
政
策

課
題
と
し
て
、
昨
年
発
足
し
た

Ｊ
Ｒ
二
島
・
貨
物
経
営
自
立
実

現
Ｐ
Ｔ
の
今
国
会
に
お
け
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
提
起
し
、
討

議
を
行
っ
た
。
８
月
末
の
来
年

度
予
算
概
算
要
求
や
税
制
改
正

要
望
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
有

識
者
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
な
が
ら
政
策
提
言
を
と
り

ま
と
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
２
月
に
発
生
し
た
Ｊ

Ｒ
東
労
組
の
分
裂
・
新
労
組
結

成
の
動
き
に
つ
い
て
も
Ｊ
Ｒ
連

合
か
ら
情
報
提
供
を
行
っ
た
。

今
回
の
動
き
は
Ｊ
Ｒ
革
マ
ル
派

の
組
織
温
存
の
た
め
の
戦
術
と

も
見
ら
れ
、
分
裂
に
よ
っ
て
更

に
先
鋭
化
し
た
組
織
が
結
成
さ

れ
た
こ
と
は
、
首
都
圏
の
安
定

輸
送
が
脅
か
さ
れ
る
こ
と
に
繋

が
り
か
ね
ず
、
一
企
業
の
労
使

の
問
題
で
は
な
く
、
国
の
治
安

問
題
と
し
て
解
決
を
図
る
べ
き

と
の
認
識
を
確
認
し
合
っ
た
。

政策・組織課題と多岐にわたり討議した

学識的な知見から有益なアドバイスを頂く

ＪＲ二島・貨物の経営支援と
ＪＲ東日本の労働情勢を共有


